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北海道では、平成 21 年度からマルチキャビティコンテナによるコンテナ苗の育苗が本格的に始められました。九州においてはスギ・ヒノキコンテナ苗による植
え付けが進められているところですが、北海道の林業主要樹種であるトドマツ、アカエゾマツ、カラマツ等のコンテナ苗が北海道においても有効な造林技術である
のかは検証されていないところです。
このため、北海道森林管理局森林技術センターでは、森林総合研究所北海道支所と共同して、平成 23 年度からトドマツ、アカエゾマツ、カラマツ、グイマツコ

ンテナ苗の植栽試験を行っています。本試験では各樹種のコンテナ苗と普通苗（裸苗）とを植栽し、植付功程や成長状況を比較調査することとしていますが、植栽
後 1年目ではカラマツコンテナ苗で良好な成長がみられるところであり、これまでの取り組み状況について紹介します。

●マルチキャビティコンテナ

マルチキャビティコンテナは、多数のキャビティ（セル、育成孔）を一体で成形している育成器（トレイ）のことで、一つのキャビティごとに培地を充填し苗木を育苗するものである。北欧
では造林用苗木のほとんどはこのコンテナを利用した苗木となっており、機械化された工場生産による育苗と、その後の管理、運搬等が効率的に行われている。
このマルチキャビティコンテナは、それぞれのセルの内面にリブが作られており、側方に伸びていた根が下方に誘導されるので根巻きの発生が抑制される。また、それぞれのセルの底面が開

いているため、底面に達した根は空中根切りされ、それ以上伸長しない。このことにより主根が健全に発達するとともに、根が過度に伸長しないことが特徴となる。このマルチキャビティコン
テナ苗（以下「コンテナ苗」という。）は、自然に根切りされた根の成長点が維持されて植栽後にはすぐに伸長を始めること、根鉢が付いていることから時期を選ばず（土壌凍結期間を除く）植
栽可能などの特徴があると考えられている。
なお、現在のマルチキャビティコンテナでは、それぞれのセルの側面にもスリット（開放部）が設けられているものが多くなってきている。

●コンテナ苗植栽試験
２．試験プロット

１．試験地の概況
植栽試験は、裸苗とコンテナ

場所：上川北部森林管理署 苗について、それぞれの功程調
2200林班 か小班 査を行い比較するとともに、植

所在：士別市朝日町二股国有林 栽後の活着状況や成長状況を調
標高：630ｍ～ 650ｍ 査することにより、従来の植栽
斜面：東向き 方法に比べてコンテナ苗が北海
面積：約 0.7ｈａ 道において有効な造林技術であ
傾斜：25度未満 るか、また低コストとなり得る
植生：チシマザサ密生 かを検証することを目的とし、
土壌：適潤性褐色森林土（BD） 右のとおりのプロット設定を行
仕様：筋刈 3ｍ、残幅 4～ 5ｍ った。

３．使用した苗木 【コンテナ苗の根鉢】 ・適度な保湿の管理が必要
・根鉢素材の改良も今後の課題

コンテナ苗 裸苗 ・植栽時のコンテナ苗の運搬方法
実生から養苗、2 年目にコンテナに移 トドマツ・アカエゾマツ → 5年生 の検討も必要
植した 3年生 カラマツ・グイマツ → 3年生 培地素材 ピートモス 40％

黒土 30％
火山礫 30％
木炭粉 少量
肥料 少量

４．植栽
コンテナ苗は根鉢があることから、コンテナ苗専用の植え付け器具があり

平成 23年 10月 17日～ 20日に、トドマツ、アカエゾマツ、カラマ ます。今回の植栽では、一般的なクワのほか、スペード、ディブル、プラン
ツ、グイマツのコンテナ苗と普通苗（裸苗）とを植栽した。 ティングチューブも使用しました。
現地はチシマザサの密生地であり、地拵は人力刈り払いにより実施

しているので、ササ根が残っている状況での植え付け作業となった。 ① ディブル
全般的には、根の取扱いに注意を要する裸苗に比べて、根鉢が付い 先端部は、コンテナ苗の根鉢と同じ形状をしており、この先

たまま植え付けできるコンテナ苗のほうが容易に作業ができるものと 端部を土中に差し込んで植穴を開け、コンテナ苗を差し込む器
思われた。 具。（写真は 300ccコンテナ苗用）

② クワ
造林作業における一般的な器具。

③ スペード
クワにより植え付け作業を行ったが、ササ根を切断・除去して実施することが必要 先端部は横幅に比べ厚みが薄く鋭利な形状

であり、根を広げ確実に土壌に密着させるよう、腰をかがめての作業となった。 をしており、先端部を土中に差し込んで前後
にゆすることで植穴を開け、コンテナ苗を差
し込む器具。
④ プランティングチューブ

① クワ植え付け 先端の口が閉じている状態で土中に差
コンテナ苗は根鉢があるので、一クワ植えによる作業を予定していたが、ササ根を し込み、足でレバーを押して先端の口を

切断・除去する作業が必要であったため、１回ではなく数度のクワ入れが必要となっ 開き、筒の上からコンテナ苗を落とし込
た。コンテナ苗の植穴は根鉢を入れる大きさで十分であり、根を広げるためにある程 む器具。（写真は 300ccコンテナ苗用）
度の大きさの植穴を必要とする裸苗に比べ作業は楽に行えた。

② スペード植え付け
現地は粘性土を多く含む土質であったことから前後にゆすっただけではコンテナ苗

を入れる穴が開かなかったため、スペードを差し込んで回す作業が必要となった。

③ ディブル植え付け
今回使用したディブルは 300cc コンテナ苗用であったため、ディブルを差し込んだ

だけではコンテナ苗を入れられる穴が開かず、ディブルを前後左右に傾けながら回す
ようにする作業が必要となった。
また、ディブルの先端が鋭角になっていないため、土中に差し込む作業負荷は大き

いものであった。

④ プランティングチューブ植え付け
プランティングチューブは、ササ地下茎をよけて差し込むことが可能であり、この

試験地の土質ではチューブの口を開くことが容易で、器具への土壌付着も少なく、コ
ンテナ苗がチューブ内を支障なく落下した。そのため、容易で効率的な植え付け作業
が可能であった。

コンテナ苗植栽試験について
～北海道でのコンテナ苗成長状況の考察～

マルチキャビティコンテナ(300cc) マルチキャビティコンテナ(150cc) 300ccコンテナの内部

「リブ」と呼ばれる突起

底面は開放されている

150ccコンテナの内部 コンテナ苗の育苗
コンテナ苗
(トドマツ)

(m) (m) トド アカ カラ グイ 計 トド アカ カラ グイ 計 トド アカ カラ グイ 計

① 23.5 3 24度 トドマツ 裸苗 クワ 34 34 34 34

② 25.2 3 24度 トドマツ コンテナ苗 クワ 36 36 36 36

③ 22.2 3 24度 トドマツ コンテナ苗 スペード 32 32 32 32

④ 20.5 3 24度 トドマツ コンテナ苗 プランティン
グチューブ

30 30 30 30

⑤ 15.0 3 18度 トドマツ コンテナ苗 ディプル 22 22 22 22

⑥ 32.4 3 19度 アカエゾマツ 裸苗 クワ 46 46 46 46

⑦ 32.5 3 19度 アカエゾマツ コンテナ苗 クワ 46 46 46 46

⑧ 32.4 3 19度 アカエゾマツ コンテナ苗 スペード 46 46 46 46

⑨ 31.7 3 19度 カラマツ 裸苗 クワ 46 46 46 46

⑩ 31.3 3 17度 カラマツ コンテナ苗 クワ 44 44 44 44

⑪ 30.6 3 15度 カラマツ コンテナ苗 スペード 44 44 44 44

コンテナ苗 クワ 19 19 19 19

裸苗 クワ 19 19 19 19

コンテナ苗 クワ 16 16 16 16

裸苗 クワ 16 16 16 16

コンテナ苗 クワ 15 15 15 15

裸苗 クワ 16 16 16 16

⑮ 17.5 3 10度 グイマツ コンテナ苗 スペード 25 25 25 25

⑯ 16.0 3 0度 グイマツ コンテナ苗 クワ 23 23 23 23

⑰ 13.0 3 0度 グイマツ 裸苗 クワ 17 17 17 17

139 107 104 48 398 53 62 62 17 194 192 169 166 65 592
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マルチキャビティコンテナ300cc

により育苗

コンテナ苗根鉢

今回、以下のような状況が見られた。

①水分を含有していないと崩れやすい

②過剰な水分含有でも崩れる

③振動などによっても崩れる 過剰な水分含有
で崩れた根鉢

試験地

植え付け器具

① ③ ④

②

普通苗（裸苗）

コンテナ苗

裸苗クワ植え コンテナ苗クワ植え

スペード植え

ディブル植え

プランティングチューブ

植

栽

功

程

調

査

コンテナ苗運搬
総本数が 592本と標本数が少なかったものの、コンテナ苗植栽は裸苗

植栽に比べて、平均で 1.4 倍の効率であった。特にプランティングチュ
ーブでは裸苗に比べ 1.7倍の効率となった。（植付作業時間比） コンテナ苗の根鉢は、衝撃

等にも弱いため、苗木袋では
互いに根鉢がぶつかって崩れ
ると思われ、今回は買い物か
ごを利用した。
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6月 11日

●植栽翌年の春期の苗木状況 ●植栽苗木の被害率（平成24年9月調査）

6月 11日～ 13日にかけて苗木の活着状況について確認しました。 コンテナ苗は、根鉢ごと植え付けるので植え付け時には根踏みをしますが、裸苗ほど力を入れて
トドマツ・・・・・裸苗は新芽のつぼみが開きかけ。コンテナ苗はすでに新芽の成長が始まっていた。 根踏みはしていません。このため、斜面で積雪が移動する際に、コンテナ苗木が引っ張られて根鉢
アカエゾマツ・・・裸苗、コンテナ苗とも新芽がふくらみ始めていた。 ごと抜けてしまうのではないかと想定していましたが、本試験地では根鉢が抜けたコンテナ苗はあ
カラマツ・・・・・裸苗はつぼみがようやく開きかけ。コンテナ苗は完全に開いて成長を始めていた。 りませんでした。
グイマツ・・・・・植栽箇所の雪解けが一番遅く、5月末でようやくなくなったため違いは見られない。

5月 9日 6月 11日 5月 9日 6月 11日

裸苗 裸苗

① 野鼠食害
カラマツ苗木では、雪解け時に裸苗とコンテナ苗双方で野鼠による食害が見ら

れた。野鼠による食害は、比較的植栽列上部側で発生が多くなっている。
② エゾシカ被害

カラマツ、グイマツでは、エゾシカによる食害が見られた。下刈実施前にはほ
とんど被害が見られなかったが、下刈後に発生が見られる。
また、トドマツがエゾシカに折られる被害が 1本あった。

③ 積雪被害
カラマツ裸苗は、植栽時の平均苗長 49cm と他の苗木に比べて

長かったため、積雪の移動や圧縮により折られたものがあった。
④ 先枯れ・気象害

今年の 6月～ 7月にかけて、降雨量が例年になく少なく乾燥傾
向であったことから、各樹種において影響が見られた。

●植栽１年目の成長状況

本試験の植栽後、1年目の成長状況について 9月下旬から 10月上旬に調査を行いました。

この結果、カラマツコンテナ苗では平均成長量が 216 ％と他の樹種に比べかなりの成長をしてお
り、特に最大成長量は 319％となりました。
その他の樹種ではグイマツが良好な成長をしており、平均

成長量では裸苗が 173％、コンテナ苗で 169％となっており、
最大成長量ではコンテナ苗が 296 ％、裸苗でも 249 ％という
結果でした。
トドマツ、アカエゾマツは裸苗、コンテナ苗とも平均成長

量 120％未満と低位でした。

・トドマツ、アカエゾマツは成長時期が乾燥傾向であったこ
とと、根系がしっかり張れない
と成長が進まない状況があるも
のと考えます。
・カラマツは、裸苗の被害率がコ
ンテナ苗に比べ高くなっている
ので、全体の成長量も低くなっ
ています。コンテナ苗は、根の
生育がしっかりできたことと、
カラマツが適応しやすい環境に
あったことで良好な成長になっ
たものと考えます。
・グイマツは、裸苗、コンテナ苗
ともほぼ同じ成長となってお
り、苗の違いによる成長の差は
見られません。
・植え付け器具による成
長の違いは見られませ
んが、今後、根系を調
査していきたいと考え
ています。

・植栽 1 年目の成長状況からは、カラマツコンテナ苗が最も良好な成長をしていることから、コンテナ苗による造林は北海道においても有効なものと考えられます。しかしながら、まだ初年度である
ことから、来年度以降も各樹種の成長状況を調査し考察していく考えです。また、下刈の省力化についても考察できればと考えています。

・根系の発達・生育状況についても調査をする考えです。
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成長量（単位：cm） 植栽１年目の成長比較
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植栽本数に

対する割合

気象害

先枯れ

雪害

エゾシカ被害

野鼠食害

正常苗木

正常苗木 野鼠食害 エゾシカ被害 雪害 先枯れ 気象害 計 総本数 被害率

裸苗 50 3 3 53 6%

コンテナ苗 131 1 7 8 139 6%

裸苗 60 1 1 61 2%

コンテナ苗 108 0 108 0%

裸苗 30 8 3 4 5 12 32 62 52%

コンテナ苗 94 8 2 10 104 10%

裸苗 15 1 1 2 17 12%

コンテナ苗 44 3 1 4 48 8%

裸苗 155 8 4 4 6 16 38 193 20%

コンテナ苗 377 8 4 0 0 10 22 399 6%

計 532 16 8 4 6 26 60 592 10%

トドマツ

アカエゾマツ

カラマツ

グイマツ

合計
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グイマツ
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長

植栽１年目

平均苗長

平均成長量

コンテナ苗
(クワ植え )

コンテナ苗
(スペード植え)

トドマツの開芽 カラマツの開芽

コンテナ苗
(クワ植え )

コンテナ苗
(スペード植え)

コンテナ苗の活着性の良さが見られた

野鼠食害

野鼠食害

エゾシカ被害
(トドマツ)

エゾシカ食害

先枯れ

各樹種ごとの被害率
（植栽本数に対する百分率）

気象害
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植 栽
本 数

初期平均
苗 長 (cm)

最大高
(cm)

残 存
本 数

残 存 率 平均苗長
(cm)

平 均
成 長 量

最大高
(cm)

最 大
成 長 量

裸苗 53 36.3 46 50 94% 39.5 109% 52.0 130%

コンテナ苗 139 21.2 26 131 94% 25.4 115% 35.0 148%

裸苗 62 37.0 45 61 97% 42.5 115% 51.0 134%

コンテナ苗 107 31.8 41 107 100% 37.4 118% 48.0 142%

裸苗 62 49.0 64 30 47% 62.3 135% 94.0 190%

コンテナ苗 104 33.5 49 94 91% 72.0 216% 109.0 319%

裸苗 17 34.1 51 15 88% 55.4 173% 87.0 249%

コンテナ苗 48 34.0 52 43 90% 55.7 169% 88.0 296%

592 531

トドマツ

アカエゾマツ

カラマツ

グイマツ

植栽初期(H23.10) 植栽１年目（H24.10調査）

樹種 苗木種類

各樹種ごとの成長比較表

トドマツコンテナ苗の成長推移

10月 10日

カラマツコンテナ苗の成長推移

アカエゾマツコンテナ苗の成長推移
グイマツコンテナ苗の成長推移

6月 12日 10月 10日

6月 11日
6月 13日 10月 10日

10月 10日

まとめ
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